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Ｇ
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な
い
と
い
う
話
に
な
る
。当
然
な
が
ら
、国
債
利
払
費
は

国
債
発
行
を
増
や
す
。要
は
、
国
債
を
発
行
し
、
利
払
い

を
す
る
。当
然
、既
発
債
が
積
み
上
が
る
。

　

Ｐ
Ｂ
均
衡
を
前
提
と
す
る
と
、
国
債
金
利
と
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
関
係
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。「
国
債
金

利　

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
」の
場
合
、分
子
の
政
府
債
務

の
増
加
よ
り
も
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
え
る
ペ
ー
ス
が
速

い
こ
と
に
な
り
、
政
府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
引
き
下

げ
ら
れ
る
。逆
に
、「
国
債
金
利　

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
」

に
な
る
と
、分
子
の
政
府
債
務
増
加
ペ
ー
ス
が
、名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
増
加
を
上
回
り
、
政
府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は

上
昇
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。あ
く
ま
で
、Ｐ
Ｂ
均
衡
の

下
で
あ
る
が
、「
国
債
金
利　

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
→
政

府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
低
下
」「
国
債
金
利　

名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
→
政
府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
上
昇
」と
い

う
関
係
が
成
立
す
る
の
だ
。そ
の
上
で
、実
際
の
日
本
の

国
債
金
利（
長
期
金
利
）と
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
を
グ

ラ
フ
化
し
て
み
よ
う
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
、１
９
９
７
年
の
デ
フ
レ
化
以
降
、

日
本
は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
長
期
金
利
を
下
回
る
状

況
に
あ
っ
た
の
だ
。ま
さ
に
こ
の
デ
ー
タ
こ
そ
が
、日
本

政
府
に
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
と
い
う
誤
っ
た
政
策
を
推
進
さ
せ

た
主
犯
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が
異
常
な
水
準

　

よ
う
や
く
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス（
基
礎
的
財
政

収
支
、
以
下
Ｐ
Ｂ
）
黒
字
化
目
標
の
見
直
し
議
論
が
始

ま
っ
た
。Ｐ
Ｂ
に
関
連
し
、「
Ｐ
Ｂ
を
黒
字
化
し
な
け
れ

ば
、政
府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
が
上
昇
す
る
」と
い
っ
た

論
調
を
頻
繁
に
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
唐
突
感

を
覚
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
目
標
は
、
黒
字
化
自
体
が
目

的
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、「
政
府
債
務
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｂ
黒
字
化

が
必
要
だ
」と
い
う
こ
と
で
、２
０
０
１
年
に
導
入
さ
れ

た
。「
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
成
長
し
な
い
状
況
で
、
政
府
債
務

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｂ
を
黒

字
化
す
る
必
要
が
あ
る
」は
、
一
応
、
理
屈
と
し
て
成
り

立
た
な
い
こ
と
も
な
い
の
だ
。

　

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。政
府
債
務
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
、政
府

債
務
÷
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
計
算
さ
れ
る
。
分
母
は
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
。分
子
は
Ｐ
Ｂ
を
除
く
と
既
発
債
と
国
債
利
払
費
。

既
発
債
に
つ
い
て
は
、借
り
換
え
で
対
応
す
る
。そ
し
て

国
債
利
払
費
は
、
Ｐ
Ｂ
が
均
衡
し
て
い
る
と
仮
定
す
る

と
、「
新
た
な
国
債
発
行
」に
よ
り
賄
わ
れ
る
た
め
、既
発

債
残
高
を
増
や
す
。そ
も
そ
も
、
Ｐ
Ｂ
と
は「
国
債
関
連

費
を
除
く
歳
出
と
、
国
債
発
行
を
除
く
歳
入
」
の
収
支

（
バ
ラ
ン
ス
）な
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｂ
が
均
衡
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
税
収
か
ら
国
債
利
払
い
に
回
す
カ
ネ
が

の
で
あ
れ
ば
、
日
本
銀
行
が
買
い

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
調
整
す
れ
ば

済
む
話
だ
。
こ
こ
で
、
経
済
学
の

「
間
違
い
」
が
絡
ん
で
く
る
。
ま
ず

は
、多
く
の
経
済
学
は「
総
需
要
不

足
」の
発
生
を
認
め
な
い
。経
済
学

は
、
基
本
的
に
は
セ
イ
の
法
則
で

成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
。
す
な
わ

ち
、デ
フ
レ
に
つ
い
て「
総
需
要
不

足
」
と
理
解
し
て
い
な
い
。
結
果
、

財
政
政
策
で
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を「
膨

ら
ま
せ
る（
イ
ン
フ
レ
ー
ト
）」
と

い
う
発
想
が
出
て
こ
な
い
。

　

加
え
て
、
国
債
金
利
に
つ
い
て

「
市
場
が
決
め
る
」と
い
う
前
提
に

な
っ
て
い
る
。無
論
、外
貨
建
て
国

債
や
共
通
通
貨
建
て
国
債
の
金
利

は
市
場
が
決
め
る
。と
は
い
え
、日

本
の
場
合
は
独
自
通
貨
国
で
、
国
債
は
１
０
０
％
日
本

円
建
て
だ
。日
本
円
建
て
国
債
で
あ
る
以
上
、日
銀
は
買

い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
売
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
国
債

金
利
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。実
際
、２
０
２
４
年
３

月
ま
で
の
日
本
銀
行
は
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
採
用
し
、国
債
金
利
を
完
璧
に
調
整
し
て
い
た
。

  

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
目
標

を「
善
意
」に
基
づ
き
導
入
し
た
。ま
さ
に
、地
獄
へ
の
道

は
善
意
で
舗
装
さ
れ
て
い
る
、で
あ
る
。

に
ま
で
低
下
し
て
し
ま
っ
た
理

由
は
何
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

デ
フ
レ
突
入
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ

レ
ー
タ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
化
し
て

し
ま
っ
た
た
め
だ
。
無
論
、
他
の

国
に
し
て
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー

タ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と

は
あ
る
。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
時
の

韓
国
や
、
資
源
バ
ブ
ル
崩
壊
時
の

カ
ナ
ダ
な
ど
だ
。
と
は
い
え
、
他

の
国
は
あ
る
年
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ

レ
ー
タ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
、
す
ぐ
に

Ｖ
字
回
復
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の
マ

イ
ナ
ス
が
続
い
た
日
本
は
、
や
は

り
異
様
極
ま
り
な
い
の
だ
。
わ
が

国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
が

マ
イ
ナ
ス
の
状
況
が
続
い
た
。
要
す
る
に
、
デ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン（
総
需
要
不
足
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
で
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
成
長
せ
ず
、
国
債
金
利
が
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
上

回
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
が

マ
イ
ナ
ス
な
理
由
は
、
総
需
要
不
足
で
あ
る
。当
然
、
政

府
が
財
政
拡
大
で
デ
フ
レ
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
必
要
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
国
債
金
利
が
高
い（
高
く
は
な
い
が
）と
い
う

【日本の国債金利 ( 長期金利 ) と名目ＧＤＰ成長率の推移】
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